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事業の内容
● 事業取組みの経緯
　当初、開発した「マイクログリッドコントローラ」は
鉛蓄電池を搭載した直流連系システム（HVDC）であっ
たが、現在は鉛蓄電池からリチウムイオン電池への要求
が格段に高まっており、リチウムイオン蓄電池仕様の製
品化が急務となった。そこで、試作を終えた「リチウム
イオン蓄電池用充電装置」を搭載した「リチウムイオン
蓄電池盤」を試作、「マイクログリッドコントローラ」と
一体化させた製品を開発しニーズに対応することとした。
●  実施内容
　独自開発した10kW級の「マイクログリッドコントロー
ラ」は太陽光発電・風力発電等異なった再生可能エネル
ギーを同時に電力変換できるリチウムイオン蓄電システ
ムは全国的に少ないが、将来競合メーカの出現も必至で
あり、事業拡大には価格競争力のみならず市場での優位
性を確保する明確な性能の差別化が必須と捉え、本事業
において、「マイクログリッドコントローラ」に搭載され

ているインバータ・コンバータ等の電力変換部の変換効
率の向上を図った。

事業の成果
　 1）「マイクログリッドコントローラに搭載しているイ
ンバータ・コンバータ等電力変換部のスイッチング素子
を、シリコン（Si）半導体によるIGBT・ダイオードから
シリコンカーバイト（SiC）半導体のFET・ダイオード
に転換した結果、変換効率を向上させ、PV・WGコント
ローラの性能優位性を得た。 2）「リチウムイオン蓄電池
盤の試作」を進め、当社独自のリチウムイオン蓄電シス
テム（=マイクログリッドコントローラ+リチウムイオン
蓄電池盤）を完成させた。 3）リチウムイオン蓄電池シ
ステムの量産化に係る生産効率化を目指して、「生産革新」
を導入し目標を上回る工数削減を実現した。 4）タレッ
トパンチプレスの新規導入により、板金加工工数の削減
が図れた。

リチウムイオン蓄電システムの高効率化および生産効
率化による事業拡大
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高度な発展を続けるエレクトロニクス産
業の中にあって、当社はその基幹ともい
える半導体や最先端の電子デバイス
により、さまざまなニーズに対応した
各種制御盤の開発、製造を手がけ、
現在のパワーエレクトロニクス産
業の発展に寄与しています。

得意分野

事業の概要 対象類型  ものづくり技術　接合・実装
事業類型  成長分野型（環境・エネルギー）、試作開発 + 設備投資

【PV コントローラ】
【WG コントローラ】外観共通
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